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1 ..鍾＠事E逼
水晶湿蝿駒場憶な高周波宮混として出現L，商路波:i:s韓に

鋸観趣備工挽ht：：・偉大な滋蚊書官興へた理院は今夏嘩Jtを罫しない厨
匂ある治ち経年無線語備は布線通信~相侠ってー却も~に曲家な
い軍軍なものとなb，調備の組側主貨に曾留に絶して磨る。そと

も必贋な相手の方向へ特に強い電波を肉ける方法傾注，語伺電
力の値蹄化と裁に温儒防止のよにfpl,P役立った抗何と去っても

趨儒に用ひて居る電艶の周雄監を安穫に保つ事が最も大切でる
る。とれに伴って世傭起る問題は高周波叡の務省測定e，それ.1こ
は高周践の館車爆を能けるのが最も偲潤である。そしてその周龍

象者E決定するには結局ヌ睡眠潤によって直接融Eする恥••：ま夫
自臨調によって続起された健軍持者fと封殺する外に愈は郎、そ

とで舘割は専ら 1側淘句種皮の音叉聾痕欝ゆ寄贈器として周ひら

れた。即急その周世取を決借するに4むその電力を場帽して必盟
関鋼電勘鴎(PhonicMo肱｝金田勘し，その田嶋監を歯寧で次第

に降L，強題の時計と岡1:11鹿の歩みを興へて寝箪時計と＠民館

E震は矢田硯潤による般車応促ならLめるー支払必要な高周按重苦E

得るにlt占観思周龍撮で高調波を多量に含む蜜揖患の盤礎控を制

御したので＇る自然し安定な照雄量を得るには水品置痕認を周ひ
た方渇喝に容易で~るZおか官Eめられて来たので，若L高調漉の描
胞にJ:って奥へられた周畿畿のS艶倍に等Lい周龍雄治部思に縛

られるのと同郷三，興へられ.t-JI世監の盤離分のーに等しい周波

散か澗取に得られきヘサボ.If，，水晶撞揖罵の周波数の盤離分＠ー
に等し〈且 Ph叩 fcMotorを回融し得る極度の周波監治鳴ら払

管叉島領緯J:bも侮剰な寵$蜘穆硯さ宮崎司書に＞）：る揮である。

雄翁は故錦弁償太郎獄援の指噂によ’積禽遍備に踊ずる碗究中

1926 :S炉提盆管問磁を周ひて興へられk..局韓盤の盤動分のーに等
い明融監を得る方法旬、町明uencyD個凶錆pli白笛聞に虞功
した。(1)-Q)身電車年伊大潤の V似雌a劫1,C~時拘闇ovandぽ
Po1C1町矧等も揖立に同じ目的事婚する事に廊劫Lt.:o

ζ＂ 1：：捨て商用世露軍怒の質盟に最も亭〈讃聴したのは米
自f≫・ω凋陣。却ので，館者は 1928隼後創ま19詔年そ＠

00 報告を聾llLて居る。最廷に釜b業国 もこれ．に誼闘したb此

等＠揖串援は倒れも曲誌の織に夫盟の麗潤威制覇胆鮒輸こ主b
陶こ鞭Et.ti副知ゆでなし普遍の時計と同臨時輔を誕訴す

る文浮鑑をも具へて居るので， '1c品電鏑寺前麗低水晶時計と呼ば
れるに去った。

色毎号盤標$時計とホ晶電集時計＠比舷
従来揖申制怜皆、ぽ曲こ置カによる摂子の揖動を朝mした所

開摂子郵の明地籾却して居た位？を，実文書惇に備餅？てあるの

除皆ζれでおる。厨がと＠顕子時貯の歩度をー定に保つには中k

色Aな苦努がある。錦；-fj持句題鵡は黛盤によって多少鯵書され

る。又提予を実へてある部分の構撞汲ぴ摂予を踊勘する方法期こ

も中.it問題治t~る。水品置観欝広島ても現産米掴で周ひて居る樺
な特砲の水晶揖勘予では問機の問閣がおる湯ζ それにしても総盟
関岡が簡皐になるo~に温鹿の鯵響可きある治ら揖予に於て陥餓膨
臨餓慮。民る税調書E組合せてなるべえ揖融局担の劉乙がなL‘御三
ヱ央4まして~る~らそeょに時計をflt＜却益をー定温度に保つ＠
治噌喝可！！＞go 水晶寄留仔に於ても羽田隼以来寝圃をはじ~英
米等に鈴τ湿即ζよる周漉.Q)艶ftを少〈ずる考案渇勾現ttiたが

曲簡に趨へ喰却損時計に蹄苧する諸にはあ~，，満足なものは曲家

気 時 計
東紅襲栂調博士古賀逸策

て居な8・った。それにして‘ホ＆聯何温度奇唱に保つ必贋の
ある節分の犬舎さは槙子時計に均ペる！：..撞に小島、ものであるか

ら．温度を一定に保つ事も絵輯常ea』る事除去4趨も郎、。

以上鋪慌時舗に·~ては前鴨以外の岩に聾して弘政えて誠
子時針を止めて水晶包摂時計を庖ふる理の大tした理由もない舘に

蹄tti:ーがるQ ••.t晶後にー， っ，貌園の様に地艶の多い慣でぬ提子
B締帥域からヲ観されて磨るに係らす:1.k晶電続時貯の方t::lま騎l:!
1［）閣がな＼，~勘ぬ勝雄大置すべき相誕・t?！＞らう。

3. ＊晶電銀時計＠方式
前簡に越へY噂に，水晶電縄場蜘靖国富に概され，ない騎績を持

って居る弘ι戎園駅出erろ路処罰に晶Iv.じて賞揚ftに努労すペ

舎であったと恩ふ品不蜘こして未完精宮fJ:成績を駒デた報告応

接しないol患に鍵者としては水晶電揖時計を温＂＇る鑓に怯是鼻持
必要な蹄司U掴 q D田川町也erを最調に報告L得ながら，更に

叉僻鵬告α悶＠した榔こ，水品輸酬に周ひるにはE翻な，

温度＠鮪包にJ:芯局漉量の艶化の橿.~て小Z言、下水届揖掛予を貧富
し得て居ながら，吸困で何時諮も水晶電鋸持者fの完成されない＠

を斡按いて昆て居るのは猷轟念な事だと慮巴， 1鰯年容か

ら鹿k質酪に漕手し，先づ周年5月本俊記念祭宮田ー棋の顕鷲に

供したのを手羽lbに， 19留年事 Parisに於て開館された巴恩大

縛覧禽・t:.尚晶ナる揖繍冨った溜患のものを組立て，安司きζれ縛か

ら得た鎚自食事E謡礎として更に新な1涯を組lt"C.東京天文盛'l>lf
.にJ: ’ 1鈎7 年7)31 ＆ 償譲碍噌園陸J!Q)目't!i>ったQ)f~禽鎗
である〉岡ヌ実盤で超勘し今日に及んで居る。
苦々 の組めた時即時：， ..鶏簿Q):Jたと財閥姐を誌にして居

る肱がおる白.＋とれ却を夢晦脅すると．

L 水晶爵揖騰の峨患を 1肱に謹んぬ．提識の水晶電鋼時

計では水晶直接鋒の局韓航削除ほふ州最も齢、。英踊

＠如舎は仰脆と器J.afJ:働岨を運んで居る。Q（）織し毘提

器＠局漉a院は商、情按定で＆る既かbでなし周漉虫温島保雄堂

小~＜ずる司側帯おになる積織か•i>Qo 尤もこれ訓裁に周麗：a~
d皿叫信仰＠酷駒ずるに罫Fする員盆管＠個卸ま輔増加す・る”が，E
も岡崎＠袋容鹿に於ては何等不安唱と身、z旨かった。
最陸帯刈ま水晶聾領爆の淘聾援を 5肱に部I上げゃうと試

みて居る。その底部全米泥躍でない治込者L可随とな知事5水品

振動子の担作は一層容易になる翻Fをある。
2. 71<品聾蹟践に弘普遍富田園の如9'厨翻 E臨明間施治績

も鹿〈周ひられて居る治九期棋にコイルや嘗電器を周ひない'1!.

E園圃＠却しヲレート岡JSにも水晶揖勘予を周ひ，αq長田月＠聞

に岡蕗定量の艶ftを生ずる過がない樺にした。叉凋艶量の廼蹄暗

にもコイbを用ひず〉金問織を掴巴揖抗癖主回定書電援のみを用

Al 1回 ..2 • 

ひて＠繊震の電力増幅＠厨で田富曝書E周ひて居るのi&:,R－つの
側外でるる｝曇憧を葬常に小さ〈極めると開時に，斜面を金扇臨

にして曾喧嘩蔵書~f官、だけで，必帯からの竃鍵鶴噂書~Jt規融飽寧
に肘縄t:o•臨調臓の語障に周Z州国路・e，田鶴の鋤



臓訟を鈎 lOOkcに周

盤 L，これに左方から

1側 k の電盤を典へる．←II
と，岡路は疋し＜ lOOkc 

になる。金〈同じ間磁を

繰越して lOOkcから -10
kct：こ， lOkcから 1恥

に酒降した。コむも相関る

Dem叫tipliぽの周t:.f：輔副lJll>目的で民盆轡ー段を調えしお

s. a盆管の寄命舎なるペ〈長〈ずる鵠ヲtr-I-の定格包障が

2却Vであるのに聾し， B電調書E200Vとしたほか9でなし

蝿袋管のラレ＿，.には何れ也必す浦宮の抵抗会：tD:到に接観されて居

るので｛第2国， ggs阻）， Alt盆智に質霞に加はって居る電彊除

却ovょb能面低〈なって居る。

4.賢績
富田園弘東京天文誕の釘強：で 1937年7月7日以衆院訟中の

ものEこ就℃その舘過の大罫を宋すもの・である。起割以来今年2

秒，下旬 2.69秒， 12≫ 2.58秒.l IJ 2.43秒であQo2月以

後の結集時議題蕗髄には出来上らなかった。

この拭践に拡東京天文蜜の樹元邑突先生から多大の禽職踏を賜

は払且御自身で制定期＝闘する厄介な弘場者E御指岡下さる等の

御好意を廊う L，会〈感舗の曾菰もない次鯵である。今年は更に

-If優秀な位胞の時計を組め，干の御町宮と御盤助とに些でも緩

いた.1..•l:念じて居る。
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月末趨に人島こ感じた地震は却悶に友んで居る鼠一度もその

箆に典肢を家さなかったのは勿也不聞の原因で停止した靭ま一

周もなかっb 邸ち8月7Bに岡路の部分品として周ひてあった

局窓抵抗治．噛織し.11月 16,17岡田友ぴ四月 lB取証主の

有事0-＇で停止した外 S誼縄自罪事して居る。

水晶観助手は勿論策鼠に噂されたま』である'/J.ζ ー錯:f.i:$1こ現

主主用ひて居る水晶棚仔の周韓政温島係邸玄朱だ十分小さ〈曲家

て婦ない錫に9月から 10月にえって不均祭温の降？と共’3智f
4.)歩鹿S事少聾ftl.：た。そこで 10JJ 29日一旦停止して地下遣

に移したm嘱温の密化は約2'1C位1:なb，渉鹿の艶化も穿常に少

〈なった。即ち固に常す樹三 11月上旬では平均毎日今週ft.2.町
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Attached to Reference 10 to clarify the journal in which this report was published
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